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　第 1章 “Historical Development of  Visual Design for the Interpretation of  National Parks”では、アメリカ、イギ
リス、日本、台湾の国立公園の歴史的背景およびインタープリテーションの取り組みとビジュアルデザイン





　第 2章 “Visual Design Guidelines for the Interpretation of  National Parks”では、4カ国の国立公園を管轄する
機関が発行しているデザインガイドラインを分析した。その結果、アメリカでは NPSがビジュアルデザイ
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　第 3章 “Filed Investigation”では、4カ国の国立公園におけるビジュアルデザインの現状を次のように明ら









　第 4章 “Characteristics Analysis”では、以上の調査から各国のビジュアルデザインの運営システムを、ア
メリカは “Coherence Identity Operation System”、イギリスは “Compound Community Operation System”、日本は
“Continuity Image Operation System”、台湾は “Individual Feature Operation System”と名づけ特徴づけた。









審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は、国立公園のインタープリテーションを実現するためのビジュアルデザインに焦点を当て、ビジュ
アルデザインの管理運営方法の類型化を行いデザインの特徴を明らかにした。パークマネージメントの分野
ではこのようなビジュアルデザインの管理に関する研究は類がなく、一方でビジュアルデザインの研究分野
においても管理運営方法に言及した論文は少ない。着眼点の独創性、新規性が秀逸なだけではなく、これら
の分野の学術進展に寄与し、有用な信頼性のある結論が得られていることは高く評価される。また、4カ国
で現地調査やヒアリングを行い、入手しがたい資料を収集したことは特筆すべき点である。さらに、分析し
た管理運営方法をわかりやすく図に示すなど、その高い表現能力も指摘しておく。台湾における国立公園の
ビジュアルデザインの管理運営方法の提案にとどまっているが、今後さらに踏み込んでデザインガイドライ
ンの提案までなされることが期待される。
　よって、筆者は博士（デザイン学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
